
 

 

 

 

                                             

                                                               

 

 

文理選択に向けて 
 

高校生になり、約１カ月が経ちました。４月２０日(木)には１学年の生徒を対象に、文理科目選択説明会が行

われました。今年の１１月には、進路選択の第一歩である文理選択が行われます。必要な情報を踏まえて、後悔

のない文理選択をしましょう。自分なりに調べたり、周囲と相談したりしながら、最終的には自分自身と向き合

い決定しましょう。文理選択とは「自分への理解」です。 

将来、就きたい職業が決まっている人は、職業→大学（学部学科）→受験科目の順番で調べると良いですね。

就きたい職業が決まっていない人は、興味・関心がある学問や得意な学問を学べる大学（学部学科）を調べてみ

よう。すべてが未定の人は、学校の勉強に一生懸命取り組んでみること。学びの中から、自分に合った職業や、

更に深く学びたい学問が見つかるかもしれません。まずは、本気で学習に取り組むことが大切です。 

文系は国語や社会、理系は数学や理科「だけ」を学んでいるイメージを持っているかもしれません。しかし実

際は、文系のなかにも統計(数学)を用いる学問があり、理系は論文(英語)やレポートの提出が多いなど、双方と

もに総合的な力が必要になります。近年、文理融合型の学部が増えています。 

 

文理選択のポイント① 後ろ向きな文理選択をしない 

数学ができないから「文系」、社会が苦手だから「理系」、といった後ろ向きな文理選択はしないように！ 

  → 数学ができるけど「文系」、社会が得意だけど「理系」って言えるとカッコ良くないですか？ 

    当然、受験においても大きな武器になります。 

苦手科目は１年生のうちに克服し、文理選択後に自信を持って学習に取り組めるようにしておくこと 

文理選択のポイント② 志望大学や志望学部学科の受験科目を調べる 

受験科目が制限されている場合があります。第一志望以外の学校についても調べること。４月末にクラッシー

で、新課程の受験科目等のファイルを送付しました。また、「ケイネット」（河合塾）というサイトで、志望校の

検索（受験科目・所在地・取得資格等で検索可）や最新の入試情報を調べることができるので、ぜひ活用して下

さい。保護者の方にもおススメです。 

文理選択のポイント③ オープンキャンパスに参加をする（複数） 

 今年度より、各大学で対面型のオープンキャンパスが再開される予定です。主に夏休み中になると思いますが、

積極的に複数の学校のオープンキャンパスに参加をすること。本物（設備や大学生）に触れることで、進路意識

を高めましょう。 

先輩の声（文系もしくは理系に決めた理由）  ケイネット（河合塾）より 

・私は国際系の学部に進学したいと考えていたので、文系に進みました。数学が得意だったので、文系で数学が

得意というのを武器にしようと思い、文系に進むことを決めました。 

・将来、何をしたいか何も考えずにひたすら具体的に書き出してた結果、理系の仕事が多かったため「自分は理

系なんだな」と思い理系を選択した。また、個人的に理系教科の勉強が好きだったのも理由の一つだ。 
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・元々医学部か薬学部を志望していたので高校入学前から当然のように理系に行くと考えていました。理系を選

択したが故に大変だった教科もありましたが、この学部に行くんだ！と思い直すことで耐えていました。将来の

夢や憧れている職業がある場合はそれから逆算して進路を考えるとやる気につながります。もちろん好きな教科

から文理を決定するのも素敵なことです。 

 

自学 週２０時間 
高校での学習習慣が身についてきていますか？授業や部活動が本格的に始まり、忙しい日々を送っているかと

思います。計画通りに学習が進まずストレスが溜まることがあるかもしれませんが、今が頑張る時です。粘り強

く努力を継続して下さい。応援しています。さて、学習時間と学習内容の自己管理はできていますか？クラッシ

ーから学習時間を記録することで、自己の学習習慣を分析し（教科のバランス・曜日によっての偏り等）、より

質の高い勉強を心掛けよう。また、入力したデータは、面談(夏の保護者面談含む)をする際にも資料として使用

予定です。より良い面談をするために必要な資料になりますので、引き続き入力をお願いします。 

 以下のグラフは、現１年生のとある生徒達の学習時間の記録です。文武両道で頑張っている生徒達です。 

  ※ グラフによって、縦軸の値の最大値や集計期間が異なるので注意すること。 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            運動部所属の生徒                          文化部所属の生徒 

    （平日２～３時間・休日３～４時間）            （平日２時間・休日５時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月間学習時間 MVPの生徒 文化部所属                      文化部所属 

     （平日４時間・休日６時間）              （２９土 数学５００分！） 


